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2018年2月16日掲載 苫小牧民報

2018年2月16日掲載 北海道新聞（夕刊）

醤
に
仙
台
逮
殴
業
協

副
会
長
の
深
松
社
長

東
日
本
大
震
災
援
の
縫
緯
丘
宮

苫
小
牧
建
設
協
会
（
宮
崎
英
梅
会
長
）
は
14日
、
苫
小
牧

市
民
会
館
で
講
演
会
「
東
日
本
大
震
災
現
場
か
ら
の
証
言
」

を
開
い
た
。
会
員
や
市
民
計
2
4
0人
が
出
席
。
仙
台
建
設

業
協
会
副
会
長
で
深
松
組
（
仙
台
市
）
の
深
松
努
社
長
が
講

師
を
務
め
、
災
害
発
生
後
に
建
設
業
者
が
地
域
の
復
興
を
担

っ
て
き
た
経
緯
や
災
害
の
教
訓
を
語
っ
た
。

深
松
社
長
は
、

2
0
1
1年
3
一

道
路
の
か
さ
上
げ
や
沿
岸
地
域

月
11日
の
東
日
本
大
震
災
発
生

ー
の
住
宅
移
転
な
ど
復
興
事
業
が
順

後
、
同
協
会
に
災
害
措
置
対
応
本
調
に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
心
的

部
を
設
置
し
、
が
れ
き
の
撤
去
や

＿外
勾
後
ス
ト
レ
ス
障
害

(
P
T
S

避
難
所
の
安
全
確
認
、
行
方
不
明

D
)
に
悩
む
人
が
多
い
と
し
「
目

者
の
捜
索
、
損
壊
家
屋
の
解
体
と
に
見
え
な
い
心
の
復
興
は
終
わ
っ

い
っ
た
作
業
に
当
た
っ
た
こ
と
を
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

紹
介
。
「
災
害
時
に
は
何
で
も
や
今
後
の
大
霙
災
に
備
え
た
地
域
―

っ
た
。
復
興
へ
の
使
命
感
で
動
い
の
取
り
組
み
と
し
て
▽
大
災
害
を
一

て
い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
想
定
し
た
燃
料
供
給
体
制
の
確
保

一

長土ネ松深るす

一

演調

復
興
へ
の
使
命
感
で
動
い
た

復
興
期
間
の
検
討
▽
土
地
収
用
制
―

会

一度
の
改
善
▽
震
災
の
伝
承
（
防
災
＿

協
教
育
）
ー
が
必
要
と
蕗
調
。
家
庭

建

で

も

1
週
間
分
の
食
料
の
確
保
や
一

設
一

り
車
の
燃
料
を
常
に
満
タ
ン
に
し
て

牧

譴
く
こ
と
が
大
切
と
し
、
「
災
害

廿占

時
、
自
宅
以
外
で
家
族
と
待
ち
合
―

▽
広
域
連
携
ス
キ
ー
ム
の
構
築
▽

わ
せ
場
所
を
確
認
す
る
と
い
い
」

土
地
区
画
整
備
な
ど
住
民
合
意
▽ー

と
助
言
し
た
。
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災害復旧建設業の役割重要

m
 へ

，罰

I

震
災
復
旧
に
つ
い
て

「建
設
業
者
は
使
命
感
だ
け
で
作
業
し
た
」

と
話
す
深
松
さ
ん

東
日
委
震
、
の
得
復
興
化
采
に
尽
力
し

て
き
た
仙
台
建
設
業
協
会
副
会
長
の
深
松
努
さ

ん
(52)が
14日
、苫
小
牧
市
民
会
館
で
講
濱
し
、

災
害
復
旧
に
建
設
業
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性

を
強
調
し
た

。

（

山

田一

輝）

I 苫小牧 I 

ーー
苫
小
牧
建
設
協
会
の
主
催
で
市

内
の
建
設
業
関
係
者
ら
約
2
4
0

事

人
が
参
加
。
深
松
さ
ん
は
、
仙
台

建
設
業
協
会
が
震
災
直
後
か
ら
被

災
地
の
港
湾
や
住
宅
地
、
農
地
で

従

が
れ
き
撤
去
や
遺
体
捜
索
な
ど
の

過
酷
な
任
莱
に
従
事
し
た
こ
と
を
業乍

振
り
返
っ
た
。

'ー

現
在
は
被
災
地
の
イ
ン
フ
ラ
復

旧
は
進
ん
だ
も
の
の
、
遺
ぽ
墨

索

に
携
わ
っ
た
自
衛
隊
員
や
建
設
業

者
の
間
で
心
腐
傷
後
ス
ト
レ
ス

捜

ゃ

障
害

(
P
T
S
D)
に
苦
し
む
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

「心
の
復
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

上
ム

と
訴
え
た
。

ま
た
、
震
災
当
時
は
重
機
の
燃

磁
皿き

料
確
保
が
困
難
だ
っ
た
経
験
を
踏

ま
え
、
「
災
害
時
の
燃
料
供
給
の

た
め
に
広
域
連
携
の
構
築
が
必
ー
し

要
」
と
指
摘
。
大
規
模
災
害
で
は

人
口
の
少
な
い
讐
へ
の
行
墜

力

援
は
遅
れ
る
と
し
て
「
地
域
を
守

れ
る
の
は
地
元
の
建
設
業
者
だ
」

と
語
っ
た
。
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2018年2月23日掲載 北海道建設新聞

【
苫
小
牧
】
苫
小
牧
建
設

協
会
（
宮
崎
英
樹
会
長
）
は

14日
、
苫
小
牧
市
民
会
館
で

「
東
日
本
大
震
災
現
場
か

ら
の
証
言
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
い
た
。
会
貴
企
業
な

ど
か
ら
約
2
4
0
人
が
参

加
。
講
師
を
務

め
た
深
松
努
仙

台
建
設
業
協
会

副
会
長
が
災
害

時
の
生
々
し
い

状
況
や
復
興
の

様
子
を
伝
え
、

震
災
か
ら
得
た

教
訓
に
基
づ
き

大
地
震
に
備
え

た
地
域
の
取
り

組
み
な
ど
を
助

言
し
た
。

苫
小
牧
で
の

講
演
が
5
年
ぶ

り
と
な
る
深
松
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氏
は
、
地
震
発
生
時
の
被
害

状
況
や
自
治
体
、
被
災
者
と

の
や
り
と
り
な
ど
当
事
者
し

か
分
か
ら
な
い
生
々
し
い
話

を
あ
ら
た
め
て
紹
介
。
多
く

震
災
の
教
訓
伝
え
る

協建牧4
 

仙
台
建
協
深
松
副
会
長
が
講
演
苫

の
遺
体
に
泣
き
な
が
ら
作
業

し
、
行
方
不
明
者
を
捜
索
す

る
人
々
も
見
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
、
「
ま
ち
の
復
興
は

進
ん
で
き
た
が
、
目
に
見
え

な
い
心
の
復
興
は
終
わ
っ
て

い
な
い
」
と
述
べ
た
。

建
協
と
し
て
は
災
害
時
、

自
治
体
と
の
綿
密
な
連
携
、

通
信
不
能
の
場
合
に
備
え

た
行
動
指
針
の
重
要
性
を
指

摘
。
が
れ
き
撤
去
に
つ
い

て
は
、
仙
台
市
が
一
般
競
争

で
は
な
く
特
命
で
発
注
し

た
こ
と
が
早
い
処
理
に
つ
な

が
っ
た
な
ど
と
振
り
返
っ

こ。ナ
今
後
の
大
地
震
に
備
え
た

地
域
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
大
災
害
を
想
定
し
た
燃

料
供
給
体
制
の
確
保
、
災
害

廃
棄
物
処
理
な
ど
広
域
連
携

ス
キ
ー
ム
の
構
築
、
土
地
区

画
整
理
な
ど
で
の
住
民
合
意

の
必
要
性
を
強
調
。

1
週
間

分
の
食
料
確
保
や
車
の
燃
料

を
満
タ
ン
に
し
て
お
く
こ
と

な
ど
を
求
め
た
。

深
松
氏
は
最
後
に
「
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
守
っ
て
い
く

の
は
、
建
築
や
土
木
の
資
格

を
持
つ
人
た
ち
。
あ
る
程
度

の
建
設
業
者
が
残
っ
て
い
な

い
と
、
復
旧
も
救
出
も
で
き

な
い
」
と
、
建
設
業
の
使
命

や
重
要
性
を
訴
え
た
。
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